
広報

消費者と生産者が交流を深めるとともに、自然

に親しんでもらおうと始まった「福重れんげまつ

り」も今回で 3回目 O 地域になじんだ行事として

定着しそうです。

5ヘクタールのれんげ畑の開放、じゃがいも掘

りやイチコ狩り 、農産品直売やガレージセール、

ミ二動物園と盛りだくさんの催しがあり 、5月3
日.4日の 2日間、家族連れなどでたいへんなに

ぎわいでした。

また、この日は「野岳新茶まつり」も行われ、

福重・松原両地域による野岳山麓農村活性化事業

も、ますます盛り上がりをみせています。
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今
、
黒
木

w
a
e
U
3い
f

緑
に
回
ま
れ
庖

長さ32mもある、つり橋

郡川砂防公園が完成

ι 

こ
の
地
区
に
は
、
も
と
も
と
歴
史
的
に
も
古

い
歪
ち
ア
チ
の
砂
町
タ
ム
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
菅
頼
タ
ム
再
開
発
事
業
に
伴
い
、砂

防
タ
仏
事
業
に
対
す
る
理
解
と
、
郡
川
の
清
流

や
緑
に
固
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
に
親
し
ん
で
も

」呆
C
っ
と
、
県
宅
「
小
び
市
が
平
成
3
年
度
か
ら

3
か
年
計
画
下
設
産
開
レ
て
き
た
「
郡
川
砂
防
公

園
」
、
記
茂
し
ま
し
た
σ

ー」
島の中

戸

L
hるれ搭

院てつ
-去を石び飛

こ
の
公
園
は
、
菅
一
瀬
タ
ム
上
流
域
に
あ
り
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
上
流
に
は
黒
木
渓
谷
、
黒
木
民
宿
や
登

山
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
レ
つ
リ
工
シ
ヨ
ン
地
区

に
な
っ
て
い
ま
す
。

面
積
は
7
、
0
0
0平
方
M
川

長
さ
位
同
川
の

つ
り
橋
、
+
宗
主
出
場
、
遊
歩
道
、
駐
車
場
な
ど

が
設
け
ら
れ
、
砂
町
タ
ム
を
観
察
し
な
が
ら
自

然
に
親
し
む
こ
と
か
で
き
ま
す
。

手
た
、
飛
び
石
を
伝
っ
て
渡
れ
る
川
の
中
央

の
「
中
の
島
」
に
は
、
こ
の
一
帯
に
生
恵
す
る

ト
ン
ボ
や
魚
な
ど
の
説
明
板
か
あ
り
、
親
子
で

水
蒸
記
で
き
る
4
最
蕎
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
局
慢
、
散
策
や
森
林
浴
な
ど
に
は
最
適
の
公

園
で
す
。
ヱ
佐
川
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
よ
り
美

し
い
緑
に
ふ
れ
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を

き

、
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

いの.(t
萱瀬ダム記念

会 館が:落成

ワ
U

か れ』あ萱
瀬
ダ
ム
は
昭
和
弘
年
、
大
村

市
の
飲
料
水
需
要
増
大
と
長
崎
市

へ
の
安
定
供
給
を
目
的
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
か
さ
上
げ
計

画
の
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
萱
瀬
ダ
ム
再
開
発

事
業
の
一
環
と
し
て
、
黒
木
町
岩

屋
観
音
前
に
「
菅
一
瀬
ダ
ム
記
念
会

館
巴
が
完
成
、
4
月
日
日
、
現
地

で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

館〈云
↑
コじ

↑
ムダ瀬菅一た'し一成

よ
由
元

こ
の
建
物
は
、
鉄
骨
と
木
造
構

造
の
平
屋
建
て
約
2
8
0
平
方
M

川、

約
1
0
0
人
が
収
容
で
き
ま
す
。

大
広
間
(
舞
台
と
控
え
宮
存
き
)
、

和
室
、
調
理
実
習
室
や
展
示
ホ
ー

ル
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
ホ
l
ル
に

は
ダ
ム
工
事
に
か
か
る
資
料
展
示

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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建設予定地からは、玖島城の板敷櫓を望むこ とができます

平
成
凶
年
度
開
館
を
予
定
し
て
、

大
村
市
歴
史
博
物
館
(
仮
称
)
の

建
設
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
「
歴
史
の
町
・
大

村
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
を
」
と
の

長
年
に
わ
た
る
市
内
外
か
ら
の
声

を
受
け
、
平
成
元
年
度
に
「
歴
史

博
物
館
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、

専
門
家
を
交
〉
え
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
き
た
も
の
で
す
。

す
で
に
、
平
成
3
年
度
か
ら
展

示
資
料
の
収
集
な
ら
び
に
購
入
を

進
め
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
が
集

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

平
成
5
年
度
に
「
建
設
基
本
計

画
」
が
完
成
し
、
建
設
場
所
、
建

設
規
模
、
活
動
内
容
、
管
理
運
営

計
画
、
建
設
費
の
概
算
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
今
年
の

3
月
議
会
で
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
事
業
概
要
を
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歴
史
博
物
館
は
、
「
歴
史

の
町
・大
村
」
の
シ
ン
ボ

ル
施
設

歴
史
博
物
館
は
「
歴
史
の
ま
ち
」

づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
機
能

し
、
市
民
と
と
も
に
考
え
、
活
動

し
、
町
と
と
も
に
呼
吸
し
て
ゆ
く

施
診
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

歴
史
博
物
館
の
展
示
・
活

動
テ
ー
マ
は
「
出
会
い」

そ
し
て
「
支
流
」

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
知
ら

れ
る
大
村
純
忠
没
後
4
0
0
年
の

記
今
弐
典
で
、
在
日
ポ
ル
ト
ガ
ル

大
使
は
、

「ポ
ル
ト
ガ
ル
と
日
本
そ

し
て
大
村
の
交
流
を
生
み
出
し
た

人
物
の
歴
史
的
な
記
念
日
に
参
/
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
4
0
0
年

前
の
出
会
い
は
過
去
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
こ
か

ら
新
た
な
交
流
を
始
め
て
参
り
ま

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
国
際
化
」
が
叫
ば
れ
る
今
、
私

た
ち
の
遠
い
先
祖
は
、
日
本
の
最

事
揃
で
「
国
際
化
」
を
体
験
し
た

の
で
し
た
。

歴
史
博
物
館
は
人
と
歴
史
、
人

と
人
と
の
出
会
い
を
生
み
出
す

「
交
流
」
の
場
を
作

2
山
す
施
設
と

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

ざ
ん
新
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
展
示

展
示
は
歴
史
上
の
様
々
な
出
会

い
を
、
美
術
工
芸
品
や
歴
史
資
料

の
ほ
か
、
映
像
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、

町
並
み
の
模
型
な
ど
で
、
歴
史
を

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
復
元
し
ま
す
。

花
と
史
跡
の
大
村
公
園
に

新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

歴
史
博
物
館
は
、
大
村
公
園
と

玖
島
川
を
隔
て
た
、
市
民
体
育
館

‘ 

横
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

建
物
の
総
面
積
は
約
3
、
5
0
0

2m
で
、
歴
史
博
物
館
と
し
て
は
長

崎
県
最
大
規
模
で
す
。
県
内
で
最

も
ざ
ん
新
な
博
物
館
に
な
り
ま
す
。

玖
島
城
と
花
の
公
園
の
側
に
建

つ
歴
史
博
物
館
は
大
村
市
の
新
し

い
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
気
付
か
れ
ず
に
通
り
過
ぎ
て

い
た
大
村
公
園
や
空
港
を
利
用
す

る
観
光
客
を
吸
収
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
課
に
「
歴
史
博
物
館

建
設
準
備
室
」
設
置

今
後
、
歴
史
博
物
館
の
建
設
準

備
は
文
化
課
で
行
わ
れ
ま
す
。
建

設
準
備
は
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

ま
す
。

平
成
6
杢
度
川
基
本
設
計

7
生
皮
日
空
拝
施
設
斗
一
則

8
年
度
目
建
築
着
工

9
年
度
H
展
示
工
事

凶
年
度
H
オ
ー
プ
ン

こ
れ
か
ら
、
市
政
だ
よ
り
で

事
業
の
進
み
具
合
や
、
新
し
い

展
示
資
料
の
紹
介
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
も
ど
う

ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
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知
恵
を
出
し
あ
い
地
域
づ
く
り

H
大
村
豊
か
な
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
申
請
受
付
中
日

蛍
増
殖
の
た
め
の
餌

(カ
ワ
二
ナ

の
人
工
増
殖
事
業
(
鈴
田
地
区
)

=平成5年度推進事業完了=

各地区および各団体においては、皆さんが積極的な
活動をされ、地域振興事業が完了されましたので、そ
の結果を報告します。

日岳山公園化事業

(三浦)

こ〉蛍増殖のため、餌(カワニナ)

(鈴田)

つ「龍J踊り保存育成事業

(大村)

。西大村浮立保存育成事業

(西大村)

0アスレチック整備事業

(竹松)

。ふれあい郷土館資料整備

(萱瀬)

つ裏見の滝周辺整備事業

(福重・松原)

J湾カップ93inおおむら“よみ

がえれ琴の海"

(大村商工会議所青年部)

。原田靖&シティ・スウィンガー

ズコンサート

(大村音楽同好会)

。鈴田浮立保存育成事業

(鈴田浮立保存会)

\.l~~ ~~;でよ討がミ吉!i....~ιよ~....&卒、

しゃくなげの植栽などで整備
されている裏見の滝の周辺の
遊 歩 道 (福 重 ・松 原地医)

の人工増殖事業

待望のナイター完成 j
=市営玖島テニスコート全面改修=

.... おんみ-ーニよ書誌L出 ιa

点灯式でナイター照明のためのカードを差し
込む松本市長 C%・玖 島 1丁目・市営玖島テ
ニス コート )

旧
施
設
の
老

朽
化
や
夜
間
に

も
利
用
し
た
い

と
の
市
民
の
要

望
に
こ
た
え
た

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
完

成
。
4
月
幻
日
、

全
面
改
修
さ
れ

た
市
営
玖
島
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
5
年
度
か
ら
3
か
年
計
画

で
「
ス
ポ
ー
ツ
の
森
施
設
整
備
事

業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
初
年
度
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

全
面
改
修

(
4
面)、

ナ
イ
タ
ー
施

設
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

(
2
階
建
・

鉄
骨
造
)
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
片
側
ス

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業
本
格
的
に
発
進

ー弓

~ 

域
国
間
以

全
国
初
の
指
定
室
存
た
オ
フ
ィ

ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業
「
オ
フ
ィ

ス
パ
ー
ク
大
村
」
の
用
地
造
成
事

業
を
進
め
る
た
め
、
地
域
振
興
整

備
公
団
大
村
開
発
所
が
、
東
三
城

町
の
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
2
階

に
開
設
さ
れ
、

4
月
幻
日
に
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
尺
北
附
は
、
「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー

ク
大
村
」
の
お
M
の
用
地
を
造
成

し
、
東
京
に
過
度
に
集
中
し
て
い

る
産
業
業
務
機
能
(
オ
フ
ィ
ス
)

を
誘
致
し
て
県
央
拠
点
都
市
地
域

の
就
業
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

タ
ン
ド

(
3
0
0
人
収
容
)
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

総
事
業
費
約
6、
8
0
0万
円
。

式
典
お
よ
び
ナ
イ
タ
ー
点
灯
式

に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ
め
関
係

阜
鶏
別
人
が
出
席
。
点
灯
式
終
了

後
、
早
速
テ
ニ
ス
雲
監
手
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
、
ナ
イ
タ
ー
親
子
テ
ニ
ス

大
会
や
軟
式
・
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

な
ど
が
聞
か
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
今
年
度
は
陸
上
競
技
場

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
新
設
、
お
よ
び

ナ
イ
タ
ー
施
設
の
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ト
使
用
料
は
、

1
時
間
2

0
0円
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
は
1
時

間

(
1
コ
l
ト
)
4
0
0
円
、
利

用
者
は
、
原
則
と
し
て
市
内
居
住

者
と
市
内
勤
務
者
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ツ
振
興
課

れのフに
るあイ
も る ス 本
の就群団
と 業 の 地
期機集が
侍会積完
き の と 成
予確若す
λ保 者 る
ーカ宝にと

開発所開設の看植を掲げる関係者ら主図魅
(東三城町・パスターミナルビ、ル) 九 ら力オ
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県内初

心臓血管病センター
建設始まる

最
近
、
特
に
循
環
器
系
の
病
気
の
中
で
も
、
心
臓
疾
患

が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
心
臓
疾
患
の
高
度
か
つ
特
殊
な
医
療
を
専
門

的
に
担
当
す
る
施
設
と
し
て
、
県
内
初
の
「
心
臓
血
管
病

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
り

4
月
幻
日
、

市
立
病
院
北
側
の
建
設
現
場
で
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
3
階
建

て、

1
階
は
外
来
・
検
査
、

2
階

は
管
理
部
門
・
人
工
透
析
室
、

3

階
に
手
術
室
・
病
棟
(
ベ
ッ
ド
数

日
床
)
な
ど
を
有
し
、
診
療
開
始

は
平
成
7
年
度
の
予
定
で
す
。

市
立
病
院
北
側
に
併
設
さ
れ
る

「心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
」
の
起
工

式
に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ
め
関

係
者
な
ど
約

ω人
が
出
席
、
神
事

な
ど
で
工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、
交
通
規
制
や

騒
音
な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平成 6年 6月号広報おおむら

工
事
期
間
中
の
安
全
を
願
っ
て
、
鍬
入
れ
を
行
う
藤
原

院
長

(
4
/
幻
・
市
立
病
院
北
側
建
設
現
場
)

女
手
一

つ
で
幼
年

児
童
遊
園
地
に

花
壇
が
完
成

H
寡
婦
表
彰
H

ω年
も
の
長
い
間
、
女
手

一
つ

で
子
供
を
育
て
、
精
一
杯
生
き
ぬ

い
て
こ
ら
れ
た
寡
婦
の
皆
さ
ん
へ

の
表
彰
式
お
よ
び
、
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
総
会
が
5
月
8
日
、
商

工
ム
豆
一
誠
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

部
歳
の
小
測
ナ
ミ
ヨ
さ
ん
(
溝
陸

町
)
を
重
品
齢
に
7
人
の
皆
さ
ん
。

松
杢
巾
長
は
「
い
つ
ま
で
も
健
康

で
、
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

一
人
ひ
と

り
に
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈

り
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
よ
い
」

O

心臓血管病センターが建設される市病北側

春の叙勲

大村から 5人が受章

市
す
こ
や
か
福
祉
基
金
事
業
と

し
て
、
杭
出
津
2
丁
目
の
児
童
遊

園
地
に
整
備
し
て
い
た
花
壇
が
完

成
し
ま
し
た
。
花
壇
に
は
色
と
り

ど
り
の
ベ
ゴ
ニ
ア
、
ベ
チ
ュ
ニ
ア

な
ど
花
が
咲
き
、
利
用
す
る
人
々

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

完成した児童遊園地の花壇

刊
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
行

わ
れ
た
寡
婦
表
彰

(
5
/
8
・
商
工
会
議
所
)

(久原 2丁目・ 73歳)

平成 6年春の叙勲が決まり、大村から

5人の方が受章されました。

おめでとうございます。

O勲五等瑞宝章

渡海 ;京さん(久原 1丁目 .81歳)

元公立中学校長

。勲六等単光旭日章

中原正美さん(中里町・ 69歳)

元大村市消防団副団長

毛利末雄さん(上諏訪町・ 73歳)

元県警視

。勲六等瑞宝章

鶴田春海さん

元警部

。勲七等青色桐葉章

;賓i豊繁義さん(乾馬場町・ 73歳)

元県警部補

- 5 -



..地場産業の活性化をめざし
(5/3 .野岳湖周辺)

松原地域の農業振興、地場産業の活性

化をめざした「野岳新茶まつりJが 5月

3日から 3日間、野岳湖周辺会場で開か

れました。

会場では、特産新茶のほか、山菜やイ

チコなどの農産物 、花や檀木、「松原鎌」

で知られる刃物などが展示即売され 、多

くの人でにぎわいました。初日はおおむ

ら太鼓連のみなさんも応援にかけつけ 、

まつりを一層盛り上げました。

- 6 -

き
れ
い
奪
還
霊
視
手
作
り
宰
亡
よ

、っ
。者

援
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

九
州
電
気
通
信
監
理
局
(
熊
本
市

健
軍
町
8
0
9
6
1
3
6
8
1
6

8
6
3
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ラ
国外

メ
-4m

カ
-ス

不
法
電
波
は

大
迷
惑

現
在
、
警
察
や
消
防
な
ど
の
重

要
無
線
や
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
な
ど

に
多
く
の
混
信

・
妨
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
不

法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
電
波

に
よ
る
も
の
で
す
。

多
く
の
人
が
電
波
を
公
平
に
、

し
か
も
能
率
的
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
ル
1
ル
〈
電
波
法
〉
を
守
り
、

車検を受けたからとい って次の

車検まで絶対大丈夫とは言えませ

ん。 自動車の故障は、突発的に起

こることが多いため、大事故や路

上故障によ.る交通渋滞を引き起こ

す危険性を秘めています。

定期点検整備を行い、安心して

ドライブを楽しめる ように しましょ

っ。
定期点検整備に関する問い合わせ

長崎陸運支局整備課

(n0958⑮ 4 7 4 7) 

-亀たのヲ11，マ院大~実?
~定期点検整備を~

企両地区の親睦を深めます
(4/1ワ-惣原運動場)

三浦、鈴田地区合同の三鈴運動会が4月17日、陰

平町の惣原運動場で行われました。この運動会は、

今回で67ロ目を迎える伝統行事で 、お互いの親睦

と斐流を目的に開力¥れています。

この日は春の陽気に恵まれ、幼稚圏、小学校 、青

年団 、PTA、鈴田の里学園など約 1300人が参加 D

かけっこ、リレー、輪くぐりなどにここちょい汗を

流しながら 、両地区の親睦を深めました。

hvい
ろ
ん
な
課
題
に
挑
戦

(5
/
日
・
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
)

毎
年
恒
例
の
全
国

一
斉
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
!
大
会

が

5
月
日
目
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
村
会
場
で
は
、

3
畑
・

5
陥
の

2
コ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
ど
ち
ら
も
商
庖
街
を
通
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
コ
!
ス
。
親
子
や
友
だ
ち
同
士
で
参
加
し
た

各
チ
ー
ム
は
、

2
百
円
以
内
で
の
買
い
物
ゲ
l
ム

に
挑
戦
し
た
り
、
人
通
り
の
多
い
商
庖
街
で
、
ウ
ォ
ー

リ
l
に
扮
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
捜
し
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン

を
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
課
題
を
解
き
な
が
ら
楽
し

く
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

⑮
 

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
、
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
人
、

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

拘
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、

午
前
9
時
叩
分
j
ロ
時
、
午
後
1

時
か
ら
4
時

ω分
(
祝
祭
日
を
除

交
通
事
故
相
談

く
)な

お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

他
日
本
損
害
保
険

襲
五
長
崎
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー

(8
0
9
5
8
@
2

5
7
1
)
 

，1' 

(， 

，、

..仲よく遊んでねノ
(5/2 .大村子供の家ほか)

松本町長は、 5月5日からの児童福祉週間

を前に同 2目、大村子供の家、光と緑の園乳

児院-向陽寮を訪問、「健康で仲良く遊んで

ください」と、 ローラースケートや室内用乗

り物などを贈りました。

子供たちは贈られたおもちゃでうれしそう

に遊んでいました。

乳児院では、市長が乳児をだっこしたり乗

り物に乗せてやったりと、子供たちとの楽し

いひとときを過ごしました。

光と緑の園

児
童
手
当
受
給
者
の
方
ヘ

現
況
屈
を
8
月
中
に
/

得
証
明
書
(
平
成
6
年
1
月
2
日

以
降
に
大
村
市
に
転
入
さ
れ
た
人

の
み
)
平
成
6
年

1
月
1
日
に
居

住
し
て
い
た
市
町
村
で
発
行
さ
れ

た
も
の
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記
録
係

な
お
、
別
表
の
日
程
で
各
出
張

所
で
現
況
届
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

~担趨l旧
金
墨
ナ
当
(
特
例
給
付
)
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6

月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

)~ ~ ~ ~ ~ ~ 

込窓申 保険

i; 各張F出Hでま 1 
受付日程

月日 場 所
( pfr '-'口

6月13日開三浦 ・鈴田 ・萱瀬出張所4 

〉 円。O で百bア
6月14日ω福重 ・松原出張所

6月15日附 竹松出張所

~1 6月 16 日 (ポ 西大村出張所

受付時間 午前 9時~午後 4時

4
夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
f

(
4
/
引
け
・
黒
木
パ
ス
終
点
前
広
場
)

山
登
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
4
月

μ日
、
多
良
山
系
黒
木
登
山
口

の
山
開
き
式
が
黒
木
パ
ス
終
点
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ
め
、
大
村
山
岳
会
、
黒
木
町
内
会
、

一
般
登
山
者
な
ど
約
1
0
0人
が
出
席
、
神
事
に
よ
る
安
全
祈
願

や
テ
ー
プ
力
ツ
ト
、
く
す
玉
割
り
な
ど
を
行
っ
た
後
、
登
山
愛
好

者
ら
が
山
道
の
清
掃
な
ど
を
兼
ね
、

一
斉
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し

た
大
村
山
岳
会
の
池
野
会
長
は
「
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
体

を
鍛
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

企親睦を深める子ども会
(5/1 .市営陸上競技場)

子ども会相互の親睦と支流を図り 、今後の活動を活

発化することを目的とした「第34回大村市子ども大会」

が5月 1日、市営陸上競技場で行われました。

大会には、約900人の子ども会員および育成会員が

参加。

名子ども会が作った手作りのこいのぼりが泳ぐさわ

やかな五月晴れのもと、参加者はリレーやゲ ム、む

かで競争などを楽しみ、お互いの支流を深めました。

平成 6年6月号広報おおむら
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国民年金〕

ザ
ラ
リ

l
マ
シ
の
奥
さ
ん

届
け
出
は

お
済
み
で
す
か
?

こ
ん
な
と
き
は
必
す
届
け
出
を
f

①
Y
A

一
荘
を
や
め
て
結
婚
し
、
ご
主

人
の
基
査
に
な
っ
た
と
き
。

(
退
職
証
明
書
、
健
康
保
険
証
、

3
呈
届
、
印
か
ん
)

②
こ
主
人
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と

き
。
(
ご
主
人
の
退
職
証
明
書
、

新
し
い
健
康
保
険
証
、
3
号
届
、

印
か
ん
)

③
ご
主
人
が
退
職
し
た
と
き
。

(
退
職
証
明
書
、
印
か
ん
)

④
奥
さ
ん
が
会
社
に
勤
め
ら
れ
た

と
き
(
奥
さ
ん
の
健
康
保
険
証
、

印
か
ん
)

③
て
の
他
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た

と
き
、
新
た
に
扶
養
さ
れ
た
と

き
な
ど
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヘ/

'
F
ハジ?

L
V
Y
U
1
4
W
H
i
p
-

q点
れ
れ
い廿
凶F
J
F

乙
A
a、
.

J

(
第
?
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
〉

「凧
あ
げ
」

行
時
寅
吉
さ
ん
(
植
松
1
丁
目
)

入
選

の
作
品

「
大
村
医
史
」

を
発
刊

大
村
市
医
師
会
(
福
田
律
三
会
長
)
か
ら
、

こ
の
ほ
ど
郷
土
医
学
の
変
遷
を
ま
と
め
た
「
大

村
医
旦
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

本
史
は
、
古
代
・
中

世
か
ら
の
医
家
の
系
譜
、

船
出
動
治
療
に
お
け
る
大

村
藩
医
の
役
割
、
明
治

維
新
以
降
の
医
学
会
の

流
れ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市

医
師
会
(
宮
⑭
0
1
5

大村市医師会が出版した 「大村医史」

国民健康保険被保険者の皆さんヘ

医療費を

お知ちせします

自分の健康は自分で守るものですが、病気や

けがは、いつおそってくるかわかりません。

そのようなとき、安心して治療を受けられる

ように、加入者が日ごろから保険税を出し合い、

お互いに助け合っていくのが、国民健康保険の

制度です。

国保に加入していると、窓口で支払うのは 3

割の自己負担分で、残りの 7割は国保へ請求さ

許しません fけん銃・白い粉
最近、けん銃による犯罪が多発し、麻薬 ・覚せい

剤など (白い粉)の汚染が若者を含む一般市民層に

まで広がっています。

「けん銃 白い粉」は、健康な人の心身をむしば

むとともに、凶悪な犯罪を引き起こし、平和な日常

生活を破壊しますが、これらは、ほとんどが外国か

ら密輸入されています。

「けん銃 白い粉」を撲滅するため、税関では皆

さんのご協力をお待ちしています。

もしや/と思われたことがあったら

どんな小さなことでも一報をノ

口

6

長崎税関(長崎市出島町ft0958@0965)

自分の健康

医療費をお

れるしくみになっています。

国保制度についての理解を深め、

管理にも役立てていただくように、

知らせします。

今月は 3月にかかった

医療費です。

ご不明な点はお気軽に

お問い合わせください。

付
は

E

保険年金課問い合わせ

保険係



梅
雨
で
長
一
雨
の
降
る
6
月
存
通
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て

集
室
喬
笠
嵐
に
よ
ス
様
害
、か
起
き
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
あ
な
た
の
家
竹
周
り
巨
人
丈
夫
で
す
か
。

長
-
宮
内
は
、
温
暖
多
雨
需
要
気
候
で
雨
か
多
く
、
暴
風
雨
の
通
過
圏

と
い
う
こ
と
で
A

〔
嵐
や
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が
お
こ
り
や
す
い

と
こ
ろ
で
す
。

-2つ
は
強
刈
大
丈
夫
だ
と
か
、
今
年
は
も
マ

ω配
い
ら
な
い
だ
ろ

三
さ
ζ
畜
勿
な
考
言
捨
て
、
も
三
度
、
周
り
を
確
か
め
、
日

ご
ろ
か
ら
底
伶
九
心
掻
け
ま
し
ょ
う
。

平成 6年 6月号広報おおむら

避難するときの

準備品

で
す
か
?

①貴重品(印かん・預金通帳・現金

など) ② トランジスタラジオ(予

備電池も忘れずに) ③懐中電灯

(予備電池も)④衣類(セーター・

ジャンパ一類・下着・毛布など)

⑤応急医薬品(傷薬・胃腸薬・脱

脂綿・粋創膏・包帯など) ⑤その

他(マッチ・ローソク・缶切り・

ナイフなど)⑦赤ちゃん用品(ミ

ルク・ほ乳ピン・おむつなど)⑧

お年寄りがいる場合(常備薬・看

護用品など)

主
な
点
検
・
修
理
箇
所

屋
根
:
瓦
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、

は
が
れ
は
な
い
か
。

雨
ど
い
・
雨
戸
:
・
・
雨
ど
い
に
落
葉

や
土
砂
の
つ
ま
り
は
な
い
か
。
継
ぎ

目
の
は
ず
れ
や
塗
装
の
は
が
れ
、
腐

り
は
な
い
か

0

・
雨
戸
に
が
た
つ
き
ゃ
ゆ
る
み
は
な

し
，
刀

窓
刀
ラ
ス
・
:
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
が

た
つ
き
は
な
い
か
。
強
風
に
よ
る
飛

来
物
な
ど
に
備
え
て
、
外
側
か
ら
板

で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
処
置
を
。

外
壁
・
:
・
モ
ル
タ
ル
壁
に
亀
裂
は
な

し
，
刀

-
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か
。

そ
の
他
・
:
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
固
定
さ
れ
て
い
る
か
。

-
商
庖
な
ど
で
は
看
板
の
ぐ
ら
つ
き

に
注
意
。

-
庭
の
鉢
植
え
は
室
内
に
入
れ
て
お

こ、っ
。

-
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
。

-
家
の
周
り
を
一
周
し
、
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
す
べ
て
室
内
に
取
り

込
む
か
、
固
定
す
る
な
ど
の
飛
散
防

止
策
を
。

緊急避難場所(緊急時には、最寄りの避難場所ヘ避難してください)

地区別 避難 場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号

三 浦 小学校 52・4318 中央小学校 53-2046 萱瀬小学校 55-7002 
三浦

二 j甫出張所 52・6475 放虎原小学校 54・2815 黒木小学校 55・7800

鈴田小学校 52-4322 西大村小学校 53・2670
萱瀬

萱瀬中学校 55・7004
鈴田

鈴田出張所 52・2023 西大村中学校 53・2360 萱瀬出張所 55-7001 

東大村小学校 53・7060 桜が原中学校 55・1166 福重小学校 55-2285 

旭が丘小学校 53-0459 工 業 高 校 52-3772 福重 郡中学校 55-7219 

大村小学校 53-7117 西大村 農 協 会 館 53-6161 福重出張所 55・8614

三 城 小 学校 53-3234 総合福祉センター 53-1351 松原小学校 55・8619

玖島中学校 53-3401 本 経 寺 53-5510 
松原

松原出張所 55・8501

大村中学校 53・2127 正 法 寺 52・2247 災害対策本部(市役所内)

大村 園芸 高校 54-3121 中地区住民センター 53・1376 告 53・4111 包 52・3883

大村高校 52-2660 西大村地区コミセン 53-4979 夜間はft53・4124も増設されます。

市民体育館 53・1552 池田 公 民 館 消防署 ft52・4138

大村市役所 53・4111 富の原小学校 55-3200 消防団体部 ft52・2316

市コ ミセン 54-3161 竹松 小 学 校 55・8224

市民会館 52-2739 
竹松

ろ つ 学校 52・2444 ※各避難場所の責任者は、消防分

武 道 貧富 52-4836 竹松 出 張 所 55・8314 団長、町務連絡員
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がんばっτ
ますねf

渡
辺
静
代
さ
ん

(
玖
島
1
丁
目
・
%
歳
)

若
い
と
き
か
ら

一
つ
で
も
趣
味
を

H
和
紙
ち
ぎ
り
絵
H

多
く
の
人
と
の

出
会
い
が
財
産

賓
山
俊
次
さ
ん

(
水
主
町
1
丁
目

・
日
歳
)

司、

平成 6年 6月号

なかよし家族

上野さん家族(今村町)

広報おおむら

右
か
ら
孝
幸
さ
ん
例
、
ト
シ
子
さ
ん
例
、
美
由
起
ち
ゃ
ん
側
、
彰
盛
く
ん
例
、

活
樹
く
ん
刷
、
義
成
さ
ん
側
、
節
子
さ
ん
阿

「
半
券
伎
の
楽
し
み
を
若
い
時
か

ら
持
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ
が
老
後

の
生
き
が
い
に
な
り
ま
す
よ
」
と

話
さ
れ
る
渡
辺
さ
ん
。

和
紙
ち
ぎ
り
絵
を
習
い
始
め
ら

れ
た
の
は
、
学
校
を
退
職
さ
れ
た

後
だ
そ
う
で
す
。
ち
ぎ
り
絵
は
、

作
品
が
後
に
残
り
、
作
る
楽
し
さ

が
あ
り
、
贈
り
物
と
し
て
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

ω歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
車
の
運

転
免
許
を
取
ら
れ
、
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
、

機
能
訓
練
を
し
て
い
る
「
根
気
の

会
」
の
方
々
へ
、
ち
ぎ
り
絵
や
粘

「
手
品
は
、
ま
ず
自
分
が
や
っ

て
喜
ぶ
。
そ
し
て
、
相
手
に
喜
ん

で
も
ら
う
:
」
と
話
さ
れ
る
賓
山

さ
ん
。

手
品
を
覚
え
ら
れ
た
の
は

n歳

ご
ろ
。
終
戦
直
後
、
船
長
さ
ん
か

ら
「
ト
ラ
ン
プ
手
品
」
を
教
え
て

も
ら
っ
た
の
が
始
ま
り
。

退
職

後
、
大
村
に
来
ら
れ
て
ロ
年
に
な

ら
れ
ま
す
が
、
公
民
館
で
手
品
教

室
の
講
師
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る

と
と
も
に
、
月
に
1
回
は
施
設
な

ど
に
出
向
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
ら
吹
き
大
会
の
初
代

名
人
で
も
あ
る
(
貫
山
さ
ん
は
、
話

術
が
非
常
に
上
手
。
手
品
を
し
な

私
の
家
族
は
7
人
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
み
か
ん
の
仕
事
や
ゲ
l
ト

ボ
1
ル
を
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
み

か
ん
や
豚
の
仕
事
を
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
私
と
弟
た
ち
は
、
剣

道
や
習
(
壬
乞
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
が
ん
ば
り
や
の
家
族
が

私
は
大
好
き
で
す
。

(
美
由
起
)

土
を
教
え
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
勤

山宏一一円少一千ホ
1
ム
や
中
地
区
公
民
館

の
講
師
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
に
、
ち
ぎ
り
絵
は
、
東
彼
杵

町
や
波
佐
見
町
か
ら
も
依
頼
が
あ

る
と
か
。

こ
の
ほ
か
、
水
彩
画
、
大
正
琴
~

古
文
書
を
読
む
会
、
お
話
の
会
な

ど
広
い
分
野
で
学
習
宙
動
を
さ
れ
、

本
当
に
多
仕
な
日
々
を
送
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
「
自
分
も
若
返
り
、

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
に
な

れ
て
楽
し
い
で
す
よ
」
と
話
さ
れ

る
。い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

が
ら
の
話
が
面
白
く
、
子
供
会
か

ら
老
人
会
ま
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
老
人
会
か
ら
の
依
頼
が

多
い
と
の
こ
と
。「
高
齢
者
に
は
ぼ

け
防
止
、
孫
と
の
対
話
に
も
役
に

立
ち
ま
す
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
h
J
RU

と
き
に
は
、
市
外
か
ら
の
依
頼

も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
民
生
委
員
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
保
安
委
員

な
ど
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
す
ま
す
ご
壮
健
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

( ) 

震
実
な
舞
姿
に
憧
れ
、
少
し
で

も
そ
の
姿
に
近
づ
き
た
い
と
い
う

思
い
で
、
毎
週
火
曜
日
の
夜
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

紅
舞
会
は
結
成
以
来
、

6
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
も
年
を
重

ね
る
ご
と
に
徐
々
に
増
え
、
昨
年

は
子
供
の
会
員
を
対
象
に
、
育
成

若
華
木
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
愛
ら
し
い
姿
は
、

グ
ル
ー
プ
の
ム

l
ド
を
暖
か
く
、

~ 
芸高;舞紅

() 叫

松
本
市
長
と
お
互
い
の
経
済
交

流
に
つ
い
て
語
る
魯
団
長
(
右

か
ら

2
人
目
)
ら

(
4
/
却
・
市
役
所
)

こちら自由席

-10-

よ
り
和
や
か
な
雰
囲
気
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

文
作
時
閉
会
に
は
「
紅
の
会
」
と

し
て
加
入
し
て
い
ま
す
。

大
村
ま
つ
り
、
コ
ミ
セ
ン
ま
つ

り
、
発
表
会
な
ど
を
通
し
て
、
練

習
の
成
果
を
見
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
昨
年
は
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
と
も

に
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
上
達

し
ま
せ
ん
が
、
藤
間
弥
津
紅
先
生

の
電
導
の
も
と
で
和
気
あ
い
あ
い

の
翠
嵐
景
で
す
。

ほ
ど
よ
い
竪
張
感
を
味
わ
い
な

が
ら
、

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
毎
週
火
曜
日
、
午
後
7

時
初
分
1
9
時
初
分

連
絡
先
藤
間
(
宮
⑪
2
1
8
0
)

'. 
量、

経済交流ますます深く
}レーナンシン

中国・上海市の農村経済考察団 (魯南星団長・

6人)が 4月 20日、市役所を表敬訪問、松本市

長と歓談しました。

考察団は、農業技術などで交流を深めている大

村市日中交流研究会 (岡田栄一会長)の招きで来

日O 魯団長は 「大村は上海と地理的に近く、経済

交流の前途は明るいJとあいさつ O 松本市長は

「お互い地理的に近いので、今後ますます交流を

深めていきたい」と話しました。

一行は 3日間滞在、市内のハウス栽培の現状や

青果市場などを視察しました。

郡
川
下
流
域
を
一
望
に
見
下
ろ
せ
る

小
高
い
圧
の
上
に
あ
り
ま
す
。

(
今
富
町
)

5世紀ごろの古蹟

黄金山古壊

ム
↓
ム
月
間
の
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
3
分
、
丘
の

上
に
登
る
と
神
社
の
す
ぐ
東
側
の
畑
に
、

直
径
回
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
2
・

5
メ
ー

ト
ル
の
こ
ん
も
り
と
し
た
塚
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
黄
金
山
士
円
墳
で
す
。

旧
日
本
海
軍
が
古
墳
の
中
央
部
を
掘
っ

た
と
こ
ろ
石
室
が
現
れ
ま
し
た
。
石
室
内

は
朱
で
真
っ
赤
に
塗
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ

か
ら
人
骨
や
鉄
剣
、
土
器
が
出
土
し
ま
し

た
。
工
事
は
す
ぐ
に
中
止
さ
れ
村
人
た
ち

に
よ
っ
て
嗣
が
建
て
ら
れ
、
人
骨
や
遺
物

が
そ
の
中
に
祭
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
却
年
、
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室

に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
、

5
世
紀
に
造

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

古
墳
の
位
置
に
立
つ
と
、
郡
川
下
流
の

沖
田
・
黒
丸
の
水
田
地
帯
を

一
望
に
見
下

ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
口

こ
の
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
こ
の

辺
り
の
豪
放
で
、
死
僚
も
自
分
の
村
を
守
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

緑
が
舷
し
い
季
節
で
す
。
み
な
さ
ん
も

近
く
を
ぶ
ら
り
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

可
Z
A'eム



一
般
の
人
も
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

今
年
も
日
本
脳
炎
が
流
行
す
る
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
近
年
患
者
の
発
生
が
増
え

て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
に
か
か
る
と
、
適
切
な
治
療

を
受
け
て
も
、
知
能
障
害
、
性
格
変
化
、

運
動
障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
と
い
う

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

予
防
に
は
、
予
防
接
種
が

一
番
効
果
的

で
す
。
特
に
、
お
年
寄
り
は
注
意
し
ま
し
法

・
そ
の
ほ
か
予
防
蛍
檀
を
行
う
こ
と
が
不
適
う
。

当
な

状

態

に

あ

る

人

予

防

接

種

一
般
の
人
は
任
意
接
種
と
な

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

※
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校
で

接

詳

し

く

は

実
施
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く

種
予
定
で
す
。

だ
さ
い
。

※
長
崎
県
は
、
こ
こ

1
1
2
年
流
行
し
て
実
施
期
間

6
月
1
日
同
j

7
月
初
日
出

い
ま
す
の
で
、
追
加
を
受
け
て
い
な

い

料

金

右

料

人
は
、
な
る
べ
く
基
礎
免
疫
か
ら
や
り
実
施
医
漕
機
関

直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、

貞
松
病
院
、

…

最

予

む

よ

に

事

か

。

意

向

山

が

の

o

コ

し

分

食

。
。

を

と

注

向

。

L
J

種

か

す

ぶ

ま

十

る

っ

と

)

こ

要

向

。
町

山

山

崎

崎

市

」

子

む

芝

あ

よ

心

吋

る

壮

ω

…λ
ぽ

吻

の

-w
意

m

m

護

ふ

む

均

出

汀

汗

円

…
ベ

予

v
て

お

苫

駆

休

ン

ま

け

日

意

ま

町

一
(ω

、

、

と

去

を

と

う

ぎ

避

(

注

旬

れ

…
ぉ
r

は

が

の

よ

蚊

眠

パ

防

を

子

は

上

…

吋
奴
rv

防

す

記

い

、

腫

、
を

光

帽

。
り

月

内

一q
d

予

で

下

な

し

、

し

テ

目

、
う

寄

叩

円

二
U

の

法

、
れ

備

け

。
持

パ

射

は

よ

年

は

内

…
ス
J
V

炎

方

は

さ

整

さ

と

維

夏

直

に

し

お

に

門

。

νド
脳

な

て

刺

一を

を

こ

を

り

の

時

ま

、

的

内

w

亘

三

本

効

し

に

境

o

労

る

康

よ

中

出

り

に

期

的

日

|

日

有

と

蚊

環

つ

遇

取

健

に

日

外

ぶ

特

時

…

…

も

防

①

②

③

④

*

内

少
や
の
争
ら
み
今
争
今
争
今
今
今
+
+
今
今
令
今
や
今
今
争
今
今
今
今
争
め
争
今
今
争
め
や
少
今
争
。
争
+
今
争
め
+
め
&〈
の
ゐ
手
め
争
今
や
今
今
争
ゐ
争
め
争
ら
み
み
争
今
争
今
い寸

日
本
脳
炎
予
防
接
種

該
当
す
る
人

3
歳
1
日
歳
ま
で
の
人

-
初
め
て
受
け
る
人
・
・
・
1
週
間
か
ら
2
週
間

の
間
隔
で
2
回
接
種
し
、

翌
年
1
回
接
種

を
行
い
ま
す
。

-
追
加
免
疫
の
人
:
・
毎
年
1
回
行
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人

-
熱
が
あ
る
人
や
栄
養
障
害
の
あ
る
人

-
心
臓
血
何
事
委
患
、
露
、
肝
臓
疾
患
の

人・
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

(ひ
き
つ
け
)
を

お
こ
し
た
人

-
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
恐
れ
が
あ
る
人

日本脳炎予防接種目程表

6月22日

(水)

2回目

6月28日
(火)

6月29日

(水)

6月30日
(木)

7月1日
(金)

実施場所

市コミセン

萱瀬出張所

守護諺詣ン
三浦出張所

鈴田出張所

竹松出張所 I 6月23日
福重出張所木)

中地区公民館 I 6月24日
松原出張所金)

時間午後 2 時~3 時

1回目

6月21日
(火)

須
田
小
児
科
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺

井
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
と
も
な
が

内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
長
崎
医
院
、
野
口
内

科
こ
ど
も
医
院
、
牧
山
医
院
、
南
野
内
科

消
化
器
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
渡
辺
医

院

(

叩

音
坦

日
本
脳
炎
の
大
敵

「
蚊
」
の
発
生
防
止
に

努
め
よ
う

蚊
が
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

-
溝
、
排
水
路
、
水
溜
り
、
墓
地
の
花
立
て

な
ど
は
常
に
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
雄
早
や
や
ぶ
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

殺
虫
剤
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
町
内
単
位
で
購
入
さ
れ
る
場

合
は

一
部
助
成
を
し
、
ま
た
、
煙
霧
消
毒

機
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

f 

麻しん (はしか )健康子レホシザーピス
ft23-4646またはft0958-26-5511 ，F 

市
平施実種接防予

咳
ア
風

|
ノ

日
テ
傷

フ
百
ジ
破

ふ
ロ混種=一
-麻しん… 6月30日制

※小児科医院においては翌年 3月31日まで0

・三種混合一・年間を通じて行っています。

詳しくは、健康増進課予防係へお尋ねください。

ワ
U

句
a
i

接種期限

月 自宅での老人介護

6 ~ 大腸手術後の注意点
月

水 はしかの
フー 木 女性の肌のトラブル② 手荒れ

ノ立ヘ工 気軽な精神科の利用の仕方マ
土日 前立腺肥大症の最近の治療について

t 



日
常

活全
警青
ぁIlll

27 
のソ
ザイ
昆ク
万ル
を

障
害
を
持
っ
た
人
や
高
齢
の
人
が
、
快

適
な
日
常
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
日

常
介
護
用
品
が
あ
る
と
大
変
便
利
で
す
。

し
か
し
、
福
祉
制
度
だ
け
で
は
限
度
が

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

ベ
ッ
ド
、
車
椅
子
、
歩
行
器
な
ど
を
必
要

な
人
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
多
く
の
ご
協
力
に
よ
り

平成 6年 6月号

r 1人から 2人ヘ、そして…」

明日の親のための学級(妊婦教室〉を聞きます

広報おおむら

新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象にし

た内容です。これからお父さんになる方々の参加を歓迎します。

主催 中央公民館 共催 健康増進課

期間 6 月 1 日制~7 月 8 日幽計 8 回

会場 市 コミセン

申込方法 電話またはハガキで、大村市中央公民館へ(大村市

幸町25-33 市 コミセン内包@3161)

30人 受講料 無料

講座内 た
く
さ
ん
の
人
々
が
助
か
っ
て
い
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
日
常
介
護
用
品
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
村
市
在
宅
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
日

常
介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
部
(
大
村

市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
包

@
8
7
3
1
)
ま
た
は
(
大
村
市
社
会
福

祉
量
融
会
内
包
@
1
3
5
1
)
ま
で

エイズ トーワ予ヨー〈山本かよ〉

&パネtレディス"/}''1うヨシ
日時 6 月 10 日樹、午後 7 時~9 時

場所 市民会館

テーマ 「知りたい ・知ってほしい・エイズ」

主催 大村夢倶楽部21

入場料 800円(前売券)

問い合わせ 梅野 (ft@ 9 2 2 9) 

回 月日 (曜日) 時 間 内 n合- 講 自市

6月 1日 1 3 0 0 0楽しい家庭づくり
社会教育主事

l 0妊娠中の保健
同 1 6 0 0 0映画 「生命の創造」 保健婦

2 
6月 8日 1 3↓ : 0 0 0妊婦と歯の健康 歯科医師

例。 1 6 : 0 0 0歯のブラ ッシング指導 歯科衛生 上

6月15日 1 3 0 0 0お産の経ズ過について 保健婦

3 制
Oラマ一 法・妊婦体操(実習)
0母子用品のそろえ方

1 6 0 0 O産後の保健

6月22日 1 3 0 0 0育児について 保健婦

4 付。 0入浴のさせ方(実習)
0幸せな出産プラン

1 6 0 0 0映画「マイボディ ・マイセルフ」

6月24日 1 8 3 0 O O お父さん出番ですよ (PARTl) 保健婦

5 樹 フ浴おィルムフ ォー実めラム「生命の創造」
入 のさせ方の 習

2 0 0 0 ~父さんのた に~

6月29日
1 3 0 0 0素に敵乳房本でのなと育手おの母て当出るさ会んたいになるため 元学校教諭

6 
針。

0O 母 めに 保健婦

1 6 0 0 乳房画 当
0映 「すばらしい母乳J

7 
7月 1日 1 8↓ ・30 お父さん出番ですよ (PART2) 小児科医師

幽 20: 0 0 0子育て、親の役割

7月 8日 930  
仁口仁刈経調自判車理己明実負づ中習担広く)栄(り材養(宇話の佐し美摂費合り4ぃ方0)0に円つ程い度て

栄養十

8 住匂 保健婦

1 3 0 0 

円相

台

募集人員

歯
の
衛
生
週
間

長
生
き
陪

丈
夫
怠
歯
か
ら
歯
ぐ
さ
か
ら

6
月
4
B
j
叩
日

多
く
の
人
が
、
若
い
こ
ろ
の
虫
歯
や
中

年
か
ら
の
歯
ぐ
き
の
病
気
(
歯
周
病
)
で

歯
を
失
っ
て
い
ま
す
。

初
歳
に
な
っ
て
も
初
本
の
歯
を
残
し
、

健
康
で
豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
、

家
族
み
ん
な
で
、
「
8
ι
2
rL
運
動
」
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
一
環
と
し
て
市
で
は
、
平
成
6
年

度、

1
歳
6
か
月
児
健
康
診
査
と
併
せ
て

成
人
歯
科
健
康
診
査
を
国
の
モ
デ
ル
事
業

主
麗
し
て
い
ま
す
。

子
供
の
う
ち
は
保
護
者
の
人
が
、
大
人

健
診
利
用
券
で
の

受
診
は
お
早
目
に
ノ

市
で
は
平
成
5
年
度
よ
り
、
初
(
女
性

の
み
)

・
刊

-m
・
ω歳
の
節
目
健
診
に

到
達
さ
れ
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
、

ご
回
答
頂
い
た
人
お
よ
び
臼

1ω
歳

(す

こ
や
か
健
診
)
の
人
に
、
総
合
健
康
診
査
・

婦
人
が
ん
検
診
の
健
康
診
断
(
無
料
)
の

利
用
型
季
乞
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

に
な

っ
た
ら
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
歯
の

手
入
れ
と
歯
の
健
康
診
査
を
忘
れ
ず
に
、

歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

企成人歯科検診 (4/7・市コミセン)

利
用
券
を
お
持
ち
の
人
は
指
定
医
療
機

関
で
早
め
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

総
怠
堅
康
診
査
の
内
容

血
圧
、
尿
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機

能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
貧
血
、
糖
、

胃

X
線
、
胸
X
線
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

婦
人
が
ん
検
診
の
内
容

問
診
、
子
宮
頚
部
・
体
部
の
細
胞
診
、

乳
房
の
視
診

・
触
診
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

つJ
旬
E
i



野
岳
湖
畔
と
野
岳
湖
に
通
じ
る

国
道
弘
号
沿
い
の
松
原
小
学
校
入

口
の
バ
ス
停
に
、
こ
の
ほ
ど
ク
ジ

ラ
の
形
を
し
た
バ
ス
停
が
お
目
見

え
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ク
ジ
ラ
の
形
は
、
江
戸
時

代
、
捕
鯨
で
財
を
築
き
野
岳
湖
を

造
っ
た
深
沢
儀
太
夫
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
す
。

野
岳
湖
は
、
深
沢
儀
太
夫
が
私

財
を
投
じ
て
1
6
6
1
年
(
寛
文

限りあ3水資源で'す
大切に使いまじよう。

=水道週間 6月 1日"'7日=

聖子岳湖にある 「親クジラ」

ぼ
く
尼
ち
親
子
だ
よ

f

H
ク
ジ
ラ
の
バ
ス
停
誕
生
日

元
年
)
か
ら
1
年
7
か
月
を
か
け

て
築
い
た
人
造
湖
で
、
今
で
も
農

業
用
水
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ク
ジ
ラ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
バ

ス
停
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

野
岳
湖
の
自
然
と
歴
史
を
生
か
し
、

訪
れ
る
人
々
に
野
岳
湖
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
い
、
か
つ
地
域
住
民

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
大

い
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
で
す
。

県
の
ふ
る
さ
と
夢
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
を
受
け
て
建
設
し
た
こ

の
バ
ス
停
、
野
岳
湖
に
あ
る
も
の

は
全
長
ロ
M
川

幅
3
・
3
M
川
、
潮

吹
き
を
含
め
高
さ
が
5
・
8

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な
日
常
生
活
を
支
、
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
発
展
に
重
大
な
役
割
を
果
た
しJ

J
子一遊で

灯
の
「
親
ク
ジ
ラ
」。

松
原
小
学
校

入
口
の
バ
ス
停
の
も
の
は
入
手
妄
5
・

5
い川
、
幅
3
・
6
いバ

高
さ
が
4

M
川
の

「子
ク
ジ
ラ
」
で
す
。

今
後
は
、
ク
ジ
ラ
バ
ス
停
の
由

来
な
ど
を
書
い
た
案
内
板
を
設
置

す
る
計
画
で

v
f

/
 

て
い
ま
す
。

近
年
生
活
様
式
が
多
様
化
す
る

に
従
っ
て
水
需
要
が
増
大
し
、
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
も
第

9
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行
い
、
施

設
の
整
証
明
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は
全

国
主
埠
週
間
で
す
。
水
道
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
、
限
り
あ

る
水
資
源
を
無
駄
な
く
大
切
に
使

う
よ
、
?
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希

望
の
人
は
、
水
道
部
管
理
係
(
岱

@
1
1
1
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

松原小学校入口バス停にある 「子クジラ」

2歳毎熊さん 11歳永見さん 1

「
ま
す
ま
す
お
元
気
で
」
と
、

毎
熊
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
松
本

市
長
岡

(5
月
2
日
・
恵
寿
病
院
)

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と

永
見
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
松
本

市
長
岡

(
5
月
日
日
・
自
宅
)

市内最高齢者、毎熊リシさん (明治 25年生ま

れ・鬼橋町)が 5月2日で満 102歳を迎えられ、

松本市長は同日、見舞いを兼ね、入院先の恵寿病

院(諌早市)を訪れました。

毎熊さんは、寝たき りの状態ではありますが、

物につかまるとベットに座ることもできます。耳

が少し遠いぐらいでここ 1年間変わりなく元気。

週に 2~3 回、 2男夫婦と孫が見舞いに来てく

れるのが 1番の楽しみとのことです。

松本市長が「ますますお元気で」と励まし花束

を贈ると、毎熊さんは 「ありがとうございます」

とにこやかにこたえられました。

A
q
 

旬
E
よ

杭出津2丁目の永見三太郎さんが、満101歳を迎え

られ、松本市長は 5月16日、自宅を訪れ、花束を贈

り、長寿を祝いました。

永見三太郎さんは、明治26年 5月16日生まれ、稼

業の酒米庖も80歳までは従事。耳が少し遠いぐらい

ですが、洗濯など身の回りのことは自分でされ、元

気そのものO 健康の秘訣は、腹を立てないことだそ

うです。現在、電動三輪車で外出もされています。

松本市長が「これからもお元気で長生きしてくだ

さい」と話し掛けると、永見さんは「ありがとう、

ありがとう 」と何度もお礼を述べられました。

市内の101歳以上の長寿者は 3人となりました。



11 

替
予
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

。
事
業
所
得
者
等

(
納
付
書
で
納

め
る
人
)
は
、
年
4
回
の
納
期

の
う
ち
、
第
1
期
の
6
月
分
か

ら
特
別
減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
想
品
川
へ

戸R

得

税

ハ
特
別
減
税
さ
れ
る
額
は
個
人
の
平
成
6
年
分
所
得
税
の
特
別
減

市
県
民
税
の
所
得
割
額
の
初
%
税
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

相
当
額
で
す
。
(
上
限
初
万
円
)
す
。

。
給
与
所
得
者

(
市
県
民
税
を
給
付
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人

一
年
間
限
り
の
特
例
措
置
と
し
与
天
引
き
さ
れ
る
人
)
は
、
今
・
平
成
6
年
分
所
得
税
を
納
め
る

て
、
平
成
6
年
度
分
(
平
成
5
年

年

の

6

月

、

7
月

分

か

ら

は

天

人

中
の
所
得
)
の
個
人
の
市
県
民
税
引
き
せ
ず
、
特
別
減
税
後
の
年
同
特
別
減
税
額

に
つ
い
て
特
別
減
税
が
行
わ
れ
ま
税
額
を
今
年
の
8
月
分
か
ら
来
・
平
成
6
年
分
所
得
税
額
の
初
%

す
。

年
の
5
月
ま
で
の
刊
か
月
間
で
相
当
額
(
上
限
2
0
0
万
円
)

〈
drt
o
r
t
?〈
q
i
A
Yt
Oピ
t
Oピ
〈
9
tDピ
〈
Df
A
ピ
〈

0
1
δ
〈
〈
口
〈
〈
口
〆
t
O〈
〈
ベプ
〉

d
i
d
-
A
Tく
0
1
ι
O
L
i
o
-
k
o
r
-
o〈
〈

q，〉、
0
1
k
g
T
t
o
r
t
a
i
A〆
〉
ゐ
て

個
人
の
市
県
民
税

明
る
い
庁
舎
が
完
成

日
ハ
ロ
l
ワ
ー
ク
大
村
H

平成 6年 6月号広報おおむら

】一一

一一

仮
庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
い
た

二
淵

ハロ

l
ワ
l
ク
大
村
(
公
共
職
業

二
い
安
{
墨
色
の
新
庁
舎
が
大
村
部
隊

一一

成

横
の
旧
庁
舎
の
所
に
完
成
し
、
業

一
白
冗

二
ど
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

二一

川

新

庁

舎

は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階

一一
む

建
て
で
、
白
い
外
観
の
明
る
い
建

会

物
で
す
。
玄
関
ロ
ビ
ー
に
は
波
佐

見
焼
の
陶
版
画

か黒
丸
踊
り
庁
が

飾
っ
て
あ
り
、
来
所
者
に
安
ら
ぎ

を
与
え
て
い
ま
す
。

事
務
室
は
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
着

い
て
仕
事
探
し
ゃ
就
職
相
談
、

雇

用
保
険
の
手
続
き
が
で
き
る
広
々

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

市
民
皆
様
の
総
合
的
雇
用
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
番
号
も
岱
@
8
6

0
9
(
ハロ
l
ワ
l
ク
)
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

川
特
別
減
税
の
実
施
方
法

・
替
号
所
得
者

(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
)

の
場
合

原
則
と
し
て
、
本
年
6
月
お
よ

び
年
末
調
整
時
の
2
回
に
分
け
て
、

勤
め
先
で
還
付
ま
た
は
控
除
さ
れ

ま
す
。
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ

た
人
は
、
確
定
申
告
で
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
公
的
年
金
受
幹
箸
の
場
合

原
則
と
し
て
、
本
年
6
月
ま
で

と、

7
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
、
各

期
の
最
終
支
給
時
で
調
整
さ
れ
、

さ
ら
に
確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・
そ
の
他
の
方
(
自
営
業
者
等
)

の
場
合

確
定
申
告
で
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

諌
早
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
6
年
度
の
国
税
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
、
次
の
人
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
国
税
に
関
す
る
意
見
、
要

望
・
苦
情
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
亭
£
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

筆
箱
幸

(諏訪
3
7
白
2
3
5
1

3

8
@
1
1
8
1
)
 

川
端
栄
子

(
幸
町
お
l
m
m

合

@ 

租
税
資
料
提
供
の
お
願
い

平
成
8
年
は
、
税
務
署
の
制
度

が
で
き
て
1
0
0年
に
な
り
ま
す
。

周
税
庁
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し

て
「
税
務
署
1
0
0
年
史
」
を
発

刊
す
る
予
定
で
、
現
在
資
料
を
集

め
て
い
ま
す
。

無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰

無
事
故
優
良
運
転
者
を
表
彰
し

ま
す
。

県
雲
彰
免
許
取
得
後
、
平
成
6

年
7
月
末
現
在
で
初
年
以
上
、
初

年
以
上
の
人
(
原
付
免
許
も
含
む
)

市
雲
彰

免
許
取
得
後
、
平
成
6

年
7
月
末
現
在
で
、
お
年
、
日
年
、

日
年
以
上
の
人
(
原
付
免
許
を
含

む
)

申
請
資
格

前
記
の
資
格
を
有
す

る
交
通
安
全
協
会
会
員
で
免
許
取

得
低
継
続
し
て
車
両
の
運
転
に
従

事
し
、
自
ら
の
責
任
に
よ
る
交
通

事
故
歴
が
過
去
叩
年
以
上
な
く
、

か
つ
交
通
違
反
(
反
則
を
含
む
)

そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑
に
当
る
犯

罪
行
為
が
平
成
6
年
6
月
末
現
在

で
過
去
5
年
以
上
な
い
人
。

申

覇

隈

6
月
初
日
同

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
(
上
申

書
用
紙
は
交
通
安
全
協
会
で
用
意

し
て
い
ま
す
)
無
事
故
無
違
反
証

明
書
(
自
動
車
安
八
墨
埋
転
セ
ン
タ
ー

発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、
6
月
初
日
ま
で
に
表

彰
上
申
書
を
交
通
安
全
協
会
に
提

貴
重
な
租
税
資
料
(
文
献
・
写

真
・
器
具
な
ど
)
を
お
持
ち
で
、

提
供
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い

う
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
諌
早

税
務
署
(
岱
⑫
1
3
7
0
)
総
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
無
事

故
無
違
反
証
明
書
の
交
付
請
求
手

続
き
を
協
会
に
お
い
て
代
行
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市
交
通
安
全

協
答
(
大
村
警
察
署
構
内

包
@

9
8
8
9
)
 

戸
町
U

可
E
4



国
家
公
務
員

E
種

採
用
試
験

H
高
等
学
校
卒
業
程
度
H

爪
出
頭
事
務
A
・
B
、
電
気
、
機

械
、
土
木
、
豪
末
、
佳
子
、
農
業
、

墨
幸
末
、
林
業

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
1
臼

験

試験職種 ~ι 1 験 資 格

保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の保健婦

保健婦(士) (土)免許を有する人で昭和42年4月2日以降

に生まれた人

最終学歴が学校教育法による中学校もしくは高

斎場現業員 等学校卒業の人で高等学校卒業程度の学力を有

し、昭和34年4月2日以降に生まれた人

試用採貝職市

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

命
郵
政
事
務
A
-
B

資
格
昭
和
弘
年
4
月
2
日
j
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

①
税
務

資

格

昭

和

ω年
4
月
2
日
1
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
い
ず
れ
も
7
月
1
日

働
1
8
日
働

申
込
用
墾
葉
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干
れ

福
岡
市
博
重
博
多
駅
東
2
l
u
-

l

g

0

9

2
1
4
3
1ー

7

7

3
3
)
 

※
③
税
務
に
つ
い
て
は
、
諌
早
税

市内に住んでいる人または、採用後住むことがで

きる人

保健 婦 (士) 1人、斎場現業員 1人

平成 6年10月 1日

6月30日(柑

7月31日(日)

所定の申込用紙 (人事課または、各出張所にあり

ます)に記入のうえ応募してください。

人事課人事係 (ft@ 4 1 1 1 内線270~272)

採用の条件

採用人員

採用予定日

申込期限

第 1次試験

応募方法

務
署

(宮
⑫
1
3
7
0
)
で
も

結
構
で
す
。

消
防
設
備
士
誤
験

試
験
の
種
類
甲
種
お
よ
び
乙
種

試
験
日
時
8
月
幻
日
目
、
午
前

日
時

申
請
期
間

6
月
幻
日
制
1
7
月

1
日
働

※
願
書
は
、
大
村
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
岱
@

4
1
3
8
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
適
性
検
査

日
時
・
場
所

・
7
月
幻
日
制

・
お
日
嗣
:
・諌
早

文
化
会
館
(
諌
早
市
山

・
8
月
3
日
制

・
4
日
嗣
:
・長
崎

県
佐
世
保
技
能
会
館
(
佐
世
保
市
)

.
8
月
お
日
嗣

-m日
働
:
・長
崎

県
勤
震
情
祉
会
館
(
長
崎
市
)

申
請
期
間

6
月
6
日
側

1
8
月

日
日
明

申
請
・
問
い
合
わ
せ
県
保
健
環

境
部
自
然
保
護
課

(岱
0
9
5
8

@
1
1
1
1
)
ま
た
は
、
最
寄
り

の
振
血
局

調
理
師
詰
験

問い合わせ

討
議
日
時
7
月
お
日
閥
、
午
前

日
時
却
分
1
午
後
2
時
初
分

日
掛
験
地
長
崎
市
・
佐
世
保
市

6
月
1
日
制
j

3 健書日書
)所提 剛 警
保 出 寸
健一 期
予間 間
1')りし、
課合
(わ
岱せ
@ 
2 大

銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会

日
時

6
月
日
日
側
、
午
後
1
時

1
3
時

場
所
県
北
振
血
台
周
(
佐
世
保
市
)

持
国
葦
9
る
も
の

①
当
該
銃
砲
万
剣
類
②
万
剣
類
発

見
届
出
済
証
③
申
請
者
本
人
の
印

鑑
(
認
印
可
)

登
墾
薮
料

(
1
件
)

.
登
録
証
交
仕
干
数
料

5
、
2
0
0
円

・
登
録
証
再
交
註
丁
数
料

2
、
7
0
0
円

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
文
化
課

(
県
庁
内
)
、
大
基
裏
薯
お
よ
び

派
出
所
市
文
化
課

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
霊
↓同加
λ
事
乞
公
売
し
ま
す
。

日
時

6
月
お
日
制
、
午
後
1
時

叩
分

場
所
市
役
一
事
I
A
亙
雲
土

公
売
方
法
一
盤
琴
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

慧
李
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
抹
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

宇
絹
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

「
長
崎
県

U
タ
l
ン

就
臓
フ
ェ
ア
」

日
時
7
月
刊
日
間
、
午
後
1
時

j
5
時

場
所
都
道
府
県
会
館
本
館
6
F

(
墓
尽
華
代
田
区
平
河
町
)

対
象
者

U
タ
ー
ン
し
て
地
元
長

医療教育講演会

6月23日(柄、午後 6時20分~

8時

大村市医師会館

時

所

日

士易

崎
県
の
企
業
へ
の
再
就
職
を
希
望

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

お
よ
び
知
人
な
ど
。

参
加
企
業
別
社
(
予
{忍

主
催
県
労
働
部
職
業
安
定
課

(
岱
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)

F
h
u
 

'
E
A
 

水
上
安
全
法

員
)
講
習
会

(
救
助

期
日
7
月
2
日
出

・
3
日
目

・

4
日
何

倉
場
市
民
フ
l
ル

内
容
救
助
法
・
人
工
呼
吸
法

(
成
績
優
秀
な
人
に
は
救
助
員
の
資

格
が
付
与
さ
れ
ま
す
)

対
象
一
般
成
人

謹
萄
料
無
料

主
催
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支

立
口連

絡
先
屋
内
プ
l
ル

(

包

@
2

3
2
2
品
川
)

「老いの心と病気について」

大村市医師会・大村看護高等

問い合わせ

専修学校同窓会

大村看護高等専修学校内

事務局 (ft@6 7 1 2岩永)

医療法人檎山会中津病院

中津和嘉先生

一般市民は無料

院長

テーマ

師

入場料

主 催

E昔



⑪
3
1
6
1
)
、
大
村
少
を
干
合
唱
団

育
成
会
阿
野
(
宮
⑪
1
5
8
3
)

グ
ル
ー
プ

主
催

大
村
市
音
楽
団
体
堕
費
五

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン

6月11面市コミセン110:00~11 :00 
生) 1 西大村コミセン 1 14:00~15:001

-ウルトラマ刈シュワッチ司副撤 (アニメ15分)

・100番目のサル (アニメ17分)

・誌のセールスマン~地球1:村し<N (アニメ27分)

6月11日I......lLLr.":"J¥t::::I<M j 

吐)'....1中地区公民館 110:00~11 :00 

.こぶとり爺さん

・夕日のしずむまで

.あそひ。たいなあ

大
村
市
合
唱
祭

(アニメ10分)

(アニメ20分)

(健全育成18分)

視聴覚ライブラ リー

(ft⑪3161市コミ セン内)

長
崎
県
新
人
発
表

演
奏
会

大
村
少
年
合
唱
固

定
期
発
表
会

日
時

6
月
但
日
制
、
午
後
6
時

初
分
間
演

会
場

長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
l

、レ入
場
料

一
般
1
、
0
0
0
円、

高
校
生
以
下
5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
文
化
団
体

堕
融
会

(8
0
9
5
8
⑫
6
0
4

9
)
 

部
門

声
楽

・ピ
ア
ノ

・管
議
奇
・

弦
楽
器

6
月
ロ
日
旬
、
午
後
2
時

日
時

間
山
地
慎

場
所

市
民
会
館
大
ホ
l
ル

入
場
料

5
0
0
円

内
容

①
レ
パ
ー
ト
リ
ー
よ
り

:

ほ
ら
教
室
は
宇
宙
だ
、
ジ
ャ
ズ
リ

ン
ゴ
ほ
か
②
デ
ィ
ズ
ニ
ー
-
ニ

ュー

ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
③
組
曲

「小
さ

な
人
魚
姫
の
も
の
が
た
り
」
ほ
か

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

市
制

!
・一一
J
q-，J

川
昨

一一
'

日
時

6
月
四
日
目
、
午
後
1
時

初
分
間
四
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

5
0
0
円

出
場
団
体

市
内
の
各
合
唱
団
体

問い合わせ

お
り
が
み
で

あ
そ
ぼ
う

え村公 l賓の 花 しょう ぶ、あ じさい、U.薮櫓など

をテーマに叉ケ ッヂえ会を l司推します。

日時 6月5日(日)、午前 9時30分~午後 2時

会場 大村公園内

テーマ 花と公園

対象 幼稚園保育園児、小 ・中学生

画材自由

集合場所 大村公園内藤棚広場

※画用紙は配布し ます。画板は各自準備してください。

問い合わせ 商工会議所青年部、商工観光課

花しょうぶ見ごろ 6月初旬~中旬(大村公園)

昨ぷぶ;2ス'T，') チ大会 よ~) 

お
り
が
み
で
季
節
の
戸
基
を
折
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
お
日
也
、
午
後
1
時

初
分
1
3時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

「
で
ん
で
ん
む
し
む
し

・
か

た
つ
む
り
」

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(
岱

@
1
3
7
6
)

「
平
成

8
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査
」

つ
い
て
の
お
願
い

平成 6年 6月号

6
月
刊
日
か
ら
初
日
ま
で
の
聞

に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
土
木
事
務
所

建
築
課
(
宮
⑫
0
0
1
0
)

こ
の
調
査
は
、
最
近
に
お
け
る

建
築
物
お
よ
び
住
宅
の
建
築
状
況

等
を
調
査
し
、
国
や
都
道
府
県
の

住
宅
行
政
等
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
建
設
省
が

毎
主
夫
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

広報おおむら

弓

i
唱

'
A



奨
学
生

。
受
通
遺
児
奨
学
生

保
護
者
が
交
通
事
故
が
原
因
で

死
亡
し
た
人
や
、
著
し
い
後
遺
障

害
の
た
め
に
働
け
な
く
な
っ
た
た

め
に
学
資
に
困
っ
て
い
る
人
。

対
象
は
高
校、

専
修

・
各
種
学

校、

大
学
の
学
生
で
、
貸
与
さ
れ

た
学
資
は、

卒
業
後
に
返
還
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第

3
回
天
体
観
望
会

持長豆三

日
時

6
月
比
日
側
、
午
後
7
時

叩
分
j
9
時
叩
分

場

所

県
教
育
セ
ン
タ
ー

主
催

県
教
育
セ
ン
タ
ー
・
市
教

育
奮
貝
会

対
象
お
よ
び
定
員

市
内
の
小
・

中
・
高
校
生

・
一
般
で
、
1
2
0

問
い
合
わ
せ

側
交
通
遺
児
育
英

会
(
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
1

丁
目
日
香
お
号

8
0

3ー

3

5

8
1
1
2
2
7
1
)
 

。
あ
し
な
が
奨
学
生

保
護
者
が
病
気
や
災
害
・
不
慮

の
事
故
(
交
通
事
故
を
除
く
)
で

死
亡
し
た
人
や
、
そ
れ
が
原
因
で

著
し
い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け

な
く
な
っ
た
た
め
に
学
資
に
困
っ

て
い
る
人
で
、
来
年
、
高
校
・
高

専、

ま
た
は
、
大
学
・
短
大
に
進

学
予
定
者
の
予
約
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

あ
し
な
が
育
英
会

(墓

Z都
手
枠
自
己
主
世
間
8
0
3

3
2
2
1
1
0
8
8
8
)
 

人
程
度
。

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所

・
氏

名
(
参
加
者
全
員
分
)
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
先
長
崎
県
教
育
セ
ン
タ
ー

内
笠
子
技
術
班
あ
て

(-T
m玖
島
1
丁
目
仰
の
2
)

申
込
期
限

6
月
刊
日
働
必
着

※
当
日
、
午
前
中
雨
天

・
曇
天
の

と
き
は
中
止
し
ま
す
。

※
第
4
回
は
7
月
比
日
制
、
第
5

回
は
8
月
日
日
嗣
の
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
教
育
セ
ン
タ
ー
(
宮
@

1
1
3
1
)
へ
お
尋
ね
《
だ
さ
い
。

M
&
M
(ミ
ル
つ
と
み
ど
り
)

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

第
8
回

健
康
づ
く
り
の
源
は
食
生
活
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た

本
県
で
、
牛
乳

・
乳
製
品
類
の
と

り
方
が
全
国
平
均
に
比
べ
て
少
な

い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
食
品
を
組

み
合
わ
せ
た
料
理
を
ふ
る
っ
て
ご

応
手
だ
さ
い
。

応
募
方
法
大
村
保
健
所
に
備
え

付
け
の
応
募
票
に
書
い
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

勤労青少年ホーム

各種講座の

受講生ぼしゅう

6
月
刊
日
働
1
7
月

応
募
期
間

初
日
制

内
容

①
牛
乳

・
乳
製
品
部
門
②

緑
黄
色
野
菜
部
門
③
海
藻

・
小
魚

立
口門

主
催

長
崎
県
・

細
長
崎
県
栄
養

上
会
・
長
崎
県
牛
乳
普
及
協
会
・

長
崎
県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協

議
会詳

し
く
は
、
大
村
保
健
所
(
包

@

2
1
9
3
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

市営住宅入居者

l 

種

家賃 (月額・円)

7，ω0~12，∞0 

21 ，2oo~ 23，800 

30，0 0 0 

6，7oo~ 6，800 

6，4 0 0 

20，5 0 0 

25，000 

種別|住宅名 |戸数i間取り

l竹 松 I 2 1 3K~3DK 

久原第二 1513DK

松並第一 1113DK

旭 I2 I 2 K 

竹 松 I1 I 2 K 

原 口1113DK

古 賀島 1113DK

自主サークル
女ロックバンド

実英会話

女 日本拳法

女紙粘土グループ

利用できる人市内に居住、

または市内に勤務する30歳

未満の勤労青少年

時間 午後 l 時~9 時まで

場所 勤労青少年ホーム

(福祉センター 3階)

申し込み・問い合わせ

勤労青少年ホーム

(包@1353)

※会員相互の親睦のため、

交流会、パスハイクなど

もあります。

講座案内

内容

家庭料理

初 心 者

専正池坊

裏千家

池 坊

表千家

安達流

日程

火

平成 6年度

講座名

料理

卓球

華道

茶道

華道

茶道

華道

ベン習字

茶道

華道

パ ッチワーク

ノくドミントン

卓 球

着物着付

アートフラワ

月

オく

流

坊

市民体育館

初心者

偏

池

宗
一
新

木

t. 
豆乙

2 の イi二布

種

口

δ
t
Ei
 

申込期限 6月10日没)

抽選日 6月20日(月)、午前10時30分~

入居日 7月1日{金)

申し込み ・問い合わせ 建築課住宅係

市内の行事・催しなどを放送中

。インフォメーシヨン大村ガイド

NBCラジオ毎週金曜日午後 1時~

0マイシティ マイタウン

FM長崎毎週土曜日午前 8時 55分~



趣
味
の
家
庭
園
芸

講
座
受
講
生

4支2b
内
容

樹
木
の
管
理
か
ら
観
葉
植

物
・
鉢
物
・
野
菜
・
果
樹
・
盆
栽

を
は
じ
め
、
乳
酸
飲
料
・
な
め
味

噌
の
作
り
方
ま
で
家
庭
で
楽
し
む

趣
味
の
園
芸
講
座
で
す
。

期
間

6
月
時
日
出
j
1
月
幻
日

出
、
月
2
回
・
土
曜
日
、

全
日
四

時
同

午
後
1
時
初
分
1
3時
初

分場
所

講
師

大
村
園
芸
高
校

大
村
園
芸
高
校
教
諭

ご
寄
付

対
象
成
人
初
人
(
抽
選
)

※
今
ま
で
受
講
し
て
い
な
い
初
心

者
の
人
で
全
講
座
を
受
講
で
き

る
人
。

同
尋
問
料
無
料

※
若
十
の
材
料
費
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
宣
課

(宮
内
線
3
6
8
)

へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
9
日
同

境
港
日

6
月
日
日
出
、
午
後

1
時
初
分
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン
大
会

議
会
で
行
い
ま
す
。

※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
入
門

講
座
受
講
生

内
容

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
は
あ
る

け
れ
ど
も
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
人

な
ど
、
初
心
者
を
対
象
に
ワ
ー
プ

ロ
お
よ
び
表
計
算
を
学
習
す
る
入

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(

敬
称
略
)

ご
好
意

平成 6年 6月号

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
田
中
マ
チ
(
松
原
2
丁
目
)
5

万
円

社
会
福
韮
杢
へ

V
ス
パ
ー
ク
ル
ア
サ
ヒ
H
叩
万
円

社
会
信
明
謀
埋
誠
会
へ

V
大
藤
満
雄
(
久
原
2
丁
目
)
叩

万
円

広報おおむら

円 v万 v
橋円大
本 岡
i仁ア
利 Jレ
(子
松(
原乾
本馬
町場
)町

10 
万 10

。

一
般
寄
付

玖
島
由
学
校
へ

V
同
弦
半
成
5
年
度
草
堂
歪
-一

向
日

テ
ン
ト
、
折
り
た
た
み
椅
子
初
万

問

U
編
の
講
座
で
す
。

期
間

(
前
期
)

6
月
お
日

ω

j

7
月
幻
日
倒
、
(
後
期
)
8
月
初

日
ω
1
9月
初
日

ω

(全
日
回
)

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

時
同

午
後
6
時
初
分
1
8
時
初

分場
所
大
村
工業一
口寝

講
師

大
村
工
業
高
校
教
諭

対
象
初
心
者
犯
人
(
抽
選
)

※
こ
れ
ま
で
受
講
し
て
い
な
い
初

心
者
の
人
で
全
講
座
を
受
講
で

き
る
人
に
限
り
ま
す
。

雲
洞
料

無

料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
そ
の
ほ
か
3
、
0

0
0
円
程
度
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
草
詰
で
社
会
教
宣
課

(宮
内
線
3
6
8
)

へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
日
日
側

抽
選
日

6
月
紅
白
川W

午
後
6
時
初
分
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン

円
相
当

郡
虫
子
校
へ

V
福
田
百
合
子
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

ピ
ア
ノ

V
皆
同
地
区
老
人
会
婦
人
部
H
雑

布三
浦
保
吉
昌
国
へ

V
三
浦
保
育
園
父
母
の
会
H
遊
具

8
万
円
相
当

社
会
精
華
査
へ

V
大
村
タ
バ
コ
組
合
婦
人
部
日
大

村
・
東
彼
地
区
タ
バ
コ
懇
ロ
バ
ザ
ー

(
益
金
)
6
万
5
千
円

第
3
講
座
室
で
行
い
ま
す
。

※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

「
仁
poロ。

。

一
般
幹
部
候
補
生

嘗
稽

幻
歳
以
上
部
歳
未
満
の
人

大
学
院
修
上
課
程
修
了
者

(
海
上

技
術
幹
部
候
補
生
志
願
者
は
、
理

工
学
課
紅
修
ア
五
台
に
限
る
。)
お
よ

び
自
衛
官
は
お
歳
未
満

申
込
期
限

6
月
口
日
働

一
次
試
験

6
月
お
日
出
l
m
日

口
u申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1
7
)
 

清
和
薗
へ

V
大
村
園
芸
高
校
被
服
班
リ
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕

V
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡
連
盟
大

村
支
部
H

尉簡

大
村
子
供
の
家
へ

赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

慈
吉
荘
へ

V
田
中
辰
男
(
水
主
町
2
丁
目
)

2
万
円

V
酒
井
力
(
横
浜
市
南
別
所
)

5

「
健
康
ク
ラ
ブ
木
ょ
う
会
」
会
員

場
所

市
民
体
育
館

会
費

月
額

8
0
0
円

凄
意
元

渡
辺
(
8
1
7
7
7
)

内
容

創
作
ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ギ
l

倭
保
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
日
帰
り
小

旅
行
な
ど

「
明
る
い
家
庭
は
主
婦
の
健
康

か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
市
内
在
住

の
婦
人
が
作
っ
て
い
る
会
で
す
。

皆
さ
ん
、

一
緒
に
親
睦
の
輪
に

入
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
週
木
曜
日
、
午
前
日
時

ーロ時

F
O
副

圃

グ
ヘ
{
ノ
b

て

6
欄

}

一

ノ

/

作

せ

8
蹴

「』

i
t
v
¥

{

わ

時

5
側

え

注

総

嶋

一

う

合

。
日

目

@

!

-ー

がい戸でノ

7
ゆ

に

か

曜

~

3

8

s
、

)

ノ

¥

し

楽

ん

日

分

河

(

川

岸

{

ま

音

せ

・

初

ン
川
ハ
長

r4
ザ

コ

む

を

ま

木

時

セ

川

朝

一V
舗
網
句
」
君
叫
週
三
U

せ

イ
E

t

J

戸

ぷ

伊

」

な

し

毎

午

市

月

わ

れ

か

現

・

合

rJ

豊

表

時

所

費

い

日

場

会

開

票
主
要
事
支
滴
ま
夜
食
事
実
気
象
童
書
主
主
訟
民
主
食
事
誕
志
宅
ゐ
霊
室
、
誠
主
要
書
量
唖
室
注
議
事
事
事
実
主
筆

万
円

V
寺
井
節
子
(
西
彼
杵
郡
長
与
町
)

初
万
円

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
中
里
名
)

圭
云
指
導

V
節
啓
一
二
西
大
村
本
町
)
奉
仕

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)

生
花
指
導

V
植
松
教
会
青
年
部
H
ゆ
で
玉
子

V
草
野
鷲
男
(
南
高
来
郡
南
串
山

町
)
耳
か
き

V
板
橋
養
鶏
場
H
冷
凍
卵

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

V
ミ
ス
の
た
め
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
H
1
万
円

-19 -



カレジター6月

6
月
は
、

市
県
民
税

(
1
期〉

の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 明日の親のための学級(1) 1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健診
(水) 市コミセン 13:00~ 16:00 も行います) 市コミセン ②12:45~ 13:10 

妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~ 13・00 1?日 ⑮平成4年11月生まれ(4 年 6 月~1O月生まれで、
3日 ⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁 まだ受けていない人も受診してください)

(金) 成人の健康相談 福祉センター 13・OO~15:00 (金) ⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(親子とも)
⑮40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15・00

当番医 @40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
5日 (内・小)琴尾医院 東三城町 宮@2056

18(土日) 耳とことばの相談 福祉センター13:00~15:00 
(日) (整)松永整形外科医院西大村本町宮@5864

告白@4300
19B 当番医

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ (日)
(内)吉田内科クリニック 本町 ft@1177 

68 市コミセン 9:30~n:00 ⑧9:00~9:30 (眼)楠木眼科医院 束三城町宮@2711

(用)
⑮母子健康手帳、ズボン 20日 乳幼児健康相談 竹松出張所
一般健康相談市役所 13:00~16:00 ②9:30~ 11:00 13:30~ 15:00 
@血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (用) ⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 

ワ(火日) 乳幼児健康相談 松原出張所 ⑤13:30~15:00 
幼児教室(おロの健康と食生活〉市コミセン

8日 明日の親のための学級(2) 21日 ③9:30~9:45 @平成3年12月 ~4年1月生まれ

市コミセン 13:00~ 16:00 (火) ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コップ

(水) ⑮母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、タオル 乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ②9:30~11:00 

9(本日) 機能訓練根気の会 大村公園 10:00集合 22日 明日の親のための学級(4)

⑮花見 (水) 市コミセン 13:00~ 16:00 

12日 当番医 23日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

(内・呼)ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 ft@5000 (本) ⑮紙粘土

(日) (耳) 海江田医院 東本町 ft@3329 24日 明日の親のための学級(5)

ことばの教室市コミセン 13:30~ 16:00 (金) 市コミセン 18:30~20:00 

13日 ⑮母子健康手帳 ⑪ことばの発達など 26B 当番医

(目) が気になる幼児 (内・小)与那城医院池田新町宮⑬5575
※初めての人は、健康増進課へ電話で申し込んでください。 (日) (耳)山口耳鼻咽喉科医院 東本町 fi@2706 

14日 乳幼児健康相談市コミセン 2ワ日 ことばの教室市コミセン l3:30~ 16・00

(火)
③9:30~ 11:00、 13:30~15:00 (用) ⑮⑮l3日(月)と同じ
⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 

29日 明日の親のための学級(6)
15日 明日の親のための学級(3) (水) 市コミセン 13:00~ 16:00 
(水) 市コミセン 13:00~ 16:00 

1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健30日3歳児健康診査大村保健所 診も行います) 市コミセン ②12:45~l3:10 

16日
③9:15~9:45 13:00~ 13:30 (本) ⑪⑮…17日働と同じ
⑪平成2年 12月生まれ ( 2年6月 ~11 月生まれで、

(木) まだ受けていない人も受診してください) 略号の説明 ⑪…対象 ③…受け付け ⑮…内容

⑮母子健康手帳、問診票 ⑮…持ってくるもの

定期巡回献血市役所 9:30~12:00 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 
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5月1日現在
計 77，656

(+493) 
37， 230 
(+255) 
40，426 
(+238) 
2 4， 770 
(+272) 

〉は前月比

人口の動き

男

女

nu 
ワ
U

(4 日 ~7 日、 11 日 ~16日・組合26周年

(西スポ杯)、 25 日 ~29 日)
6月の大村ポート
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